 
Interface Control Document　(ICD)作成のお願い　　
May 11, 2008 中谷
各コーディネーターに、サブシステムごとのICD の作成のためのインプットデータ
提供をお願いします。そのためには、サブシステム内のメンバー間、および異なるサブシステムのメンバー間での議論と前向きなコーディネートが必要だと思います。各、コーディネータに、ご協力お願いします。以下に記すように、ワークロードを最小限にし、実質本位のドキュメントにするようご注意ください。
1.　ICD の内容
　① 各サブシステムの簡単な定義
 　② タスクの所掌範囲
　　　・特に他サブシステムとの境目
        ・sectionalism に陥らないように、複数サブシステムの相互乗り入れを合意の上、許容し、境界ゾーンのオーバーラップはむしろ推奨される。
　③ サブシステムへの要求仕様の整理
        ・特に全体システムおよび他サブシステムに影響する事項の漏れがないように
　④関連するサブシステム間のインターフェースの定義：
        ・数値化できるものは、定量的に　
        ・数値は、当面、ＴＢＤを、容認
        ・項目は網羅
　　（たとえば、主要なデータのやり取り、インターフェース電圧、インピーダンス、EMC、振動、真空度、電源オン･オフ時のサージ、主要な機械的インターフェース・・・などなど）
２．ドキュメントの規模
　　各、サブシステムごとに2～3ページ程度か？　これをとりまとめて、ICD 全体としては、20数ページ程度か？（もし詳細データ集が必要なら付録へ）
 ３．期限と提出先：　5月末、黒田さんに提出、集計
４．ICDの管理：　第1版完成後、頻繁に（2週に1回）アップデート（collaboration 会
　　議の席上が望ましい）
 ５．蛇足：　通常のICD は、システムとユーザ間のインターフェースのみを規定するものであるが、ここでは、少し定義を拡げて、サブシステム間のインターフェースも重視したdocument とする。かなり変則だが、手間を省くために、近い将来は、Configuration Control Document に発展させることも視野に入れる。
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